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第
五
八
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ

中　

村　
　

篤　

志　

　

第
五
八
回
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ
（
日
本
ア
ル
タ
イ
学
会
）
は
、
二

〇
二
二
年
七
月
一
六
日
（
土
）
〜
翌
一
七
日
（
日
）
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
本
年
も
原
則

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
開
催
と
な
っ
た
が
、
学
会
幹
事
と
希
望
す
る
報

告
者
の
み
長
野
県
野
尻
湖
畔
の
藤
屋
旅
館
に
宿
泊
し
、
配
信
や
司
会
・

報
告
を
同
旅
館
か
ら
行
っ
た
。
一
昨
年
は
中
止
、
昨
年
は
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
開
催
だ
っ
た
こ
と
と
比
べ
れ
ば
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
前
進

し
た
と
い
え
る
。
参
加
者
は
ほ
ぼ
昨
年
並
の
六
四
名
で
あ
り
、
多
く

の
参
加
者
を
得
た
こ
と
、
初
参
加
者
や
久
し
ぶ
り
の
参
加
者
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、
昨
年
と
同
様
で
あ
っ
た
。
全
参
加
者
が

近
況
を
報
告
し
合
う
コ
ン
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
今
年
も
オ
ン
ラ
イ
ン

上
で
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
形
で
実
施
し
た
た
め
、
こ
こ
で
は
省

略
し
、
以
下
に
研
究
報
告
の
概
要
を
記
す
。
な
お
慣
例
に
従
い
、
報

告
者
の
敬
称
は
省
略
し
た
。

　

白
那
日
蘇
（
神
戸
大
学
）「
内
モ
ン
ゴ
ル
近
代
に
お
け
る
「
蒙
古

軍
政
府
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
近
代
に
お
け
る
「
蒙

古
軍
政
府
」
の
成
立
（
一
九
三
六
年
）
に
お
い
て
、
徳
王
の
自
治
独

立
運
動
、
徳
王
と
李
守
信
の
連
携
、
関
東
軍
の
内
蒙
工
作
及
び
募
兵

工
作
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
検
討
し

た
。

　

ま
ず
、
徳
王
の
指
導
し
た
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
独
立
運
動
で
は
、「
各

盟
旗
の
団
結
」
を
図
り
、
内
モ
ン
ゴ
ル
西
部
地
域
に
独
立
政
権
を
樹

立
す
る
た
め
の
政
治
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。
ま
た
北
京
蒙
蔵
学
校
学

生
、
在
京
蒙
古
人
と
の
団
結
を
主
張
し
な
が
ら
、
中
華
民
国
国
民
政

府
の
承
認
を
得
る
た
め
、
蔣
介
石
と
接
触
し
て
い
た
。
後
に
、
第
一

回
百
霊
廟
会
議
、
第
二
回
百
霊
廟
会
議
を
次
々
と
開
催
し
、
一
九
三

四
年
四
月
二
三
日
に
百
霊
廟
蒙
政
会
を
成
立
さ
せ
た
。
こ
の
蒙
政
会

の
構
成
員
が
「
蒙
古
軍
政
府
」
の
主
な
メ
ン
バ
ー
と
な
る
。
次
に
、

一
九
三
五
年
一
一
月
、
徳
王
と
李
守
信
は
協
力
関
係
を
確
認
し
た
。

元
々
蒙
政
会
に
は
充
分
な
兵
力
は
な
か
っ
た
が
、
蒙
古
軍
政
府
が
成

立
す
る
際
に
李
守
信
の
部
隊
を
蒙
古
軍
第
一
軍
と
し
て
編
成
し
、
兵

力
を
補
う
こ
と
が
で
き
た
。
最
後
に
、
蒙
古
軍
政
府
成
立
前
後
に
、

関
東
軍
と
徳
王
の
協
力
の
も
と
で
行
わ
れ
た
「
募
兵
工
作
」
に
よ
っ

て
、
モ
ン
ゴ
ル
人
の
兵
士
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
、
李
守
信
の
部

隊
と
モ
ン
ゴ
ル
人
部
隊
か
ら
な
る
蒙
古
軍
が
編
成
さ
れ
た
。
徳
王
に

よ
る
独
立
運
動
は
、
関
東
軍
と
協
力
す
る
こ
と
で
資
金
の
問
題
を
解

決
し
、
李
守
信
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
政
府
の
支
え
と
な
る
軍
隊
を

二
六
五



68

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
四
巻
　

第
三
号

東洋学報　第104巻３号　彙報　抜念校

有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
蒙
古
軍
政
府
の
成
立
前
後
に
行

わ
れ
た
募
兵
工
作
に
よ
っ
て
モ
ン
ゴ
ル
人
の
部
隊
を
拡
充
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
議
論
の
前
提
と
な
る
研
究
史
や
史
料
に
つ
い
て
確
認

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
モ
ン
ゴ
ル
側
の
主
体
性
や
募
兵
工
作
で
集
め
ら

れ
た
軍
隊
の
実
態
に
つ
い
て
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　

諫
早
庸
一
（
北
海
道
大
学
）「
両
海
の
覇
者
た
ち
：
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル

ス
に
お
け
る
〈
移
動
〉
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」
は
、
遊
牧
政
権
た
る
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
の
根
幹
に
関
わ
る
君
主
の
〈
移
動
〉
に
つ
い
て
、
近
年

の
研
究
が
「
帝
国
の
巡
行
」
と
「
移
動
牧
畜
」
と
を
区
別
し
て
〈
移

動
〉
の
可
変
性
や
重
層
性
を
論
じ
な
が
ら
も
、
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
君

主
の
〈
移
動
〉
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
ヴ
ォ
ル
ガ
流
域
の
南
北
移
動

に
固
定
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
君
主
た
ち
の

〈
移
動
〉
が
、
こ
の
よ
う
に
固
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と

い
う
問
い
を
立
て
て
考
察
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
初
期
の
君
主
た
ち
の
〈
移
動
〉
に
つ
い
て
は
、

ヴ
ォ
ル
ガ
下
流
域
の
サ
ラ
イ
を
冬
営
地
と
し
て
、
夏
は
北
上
し
て
ウ

ケ
ク
、
あ
る
い
は
ブ
ル
ガ
ー
ル
ま
で
も
至
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
、
後
代
の
君
主
の
〈
移
動
〉
に
関
し
て
は
、
イ
ブ
ン
・
バ
ッ

ト
ゥ
ー
タ
（
一
三
〇
四
〜
六
八
年
も
し
く
は
七
七
年
）
が
、
北
カ
フ

カ
ー
ス
の
都
市
マ
ー
ジ
ャ
ル
付
近
に
あ
っ
た
時
の
君
主
ウ
ズ
ベ
ク
（
治

世
一
三
一
三
〜
四
一
年
）
の
幕
営
を
訪
問
し
て
い
る
。
本
報
告
は
、

こ
の
二
つ
の
〈
移
動
〉
を
合
理
的
に
つ
な
ご
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
黒
海
岸
の
敵
対
勢
力
を
打
倒
し
、
カ
フ
カ
ー
ス
の
山
岳
民
の
脅

威
を
も
除
い
た
ト
ク
タ
の
時
代
（
一
二
九
一
〜
一
三
一
二
年
）
以
降
、

交
易
路
は
北
カ
フ
カ
ー
ス
を
通
過
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
状

況
の
変
化
の
な
か
で
興
隆
し
た
都
市
の
ひ
と
つ
が
、
ク
マ
川
沿
い
の

マ
ー
ジ
ャ
ル
で
あ
っ
た
。
ア
ゾ
フ
か
ら
も
鉄
門
か
ら
も
等
距
離
に
あ
っ

た
マ
ー
ジ
ャ
ル
は
戦
略
上
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
黒
海
と
カ
ス
ピ
海

の
〈
両
海
の
覇
者
〉
と
な
っ
た
ト
ク
タ
の
矛
先
は
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ

ン
に
も
向
い
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
君
主
の
カ
フ

カ
ー
ス
へ
の
東
西
移
動
は
お
そ
ら
く
は
一
過
性
の
も
の
で
は
な
く
、

ト
ク
タ
の
代
に
始
ま
り
、
そ
の
後
継
者
た
ち
で
あ
る
ウ
ズ
ベ
ク
、

ジ
ャ
ー
ニ
ー
・
ベ
ク
（
治
世
一
三
四
一
〜
五
七
年
）
と
い
っ
た
〈
両

海
の
覇
者
〉
た
ち
に
よ
っ
て
実
践
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
結

論
づ
け
た
。

　

質
疑
で
は
、
と
く
に
マ
ー
ジ
ャ
ル
の
機
能
や
位
置
付
け
、
さ
ら
に

は
大
都
・
上
都
な
ど
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
「
首
都
圏
」
と
比
較
し
た
場

合
の
相
違
点
・
類
似
点
な
ど
が
議
論
さ
れ
た
。

　

齊
藤
茂
雄
（
帝
京
大
学
）「
二
〇
二
二
年
度
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
現
地

調
査
報
告
」
は
、
帝
京
大
学
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
術
調
査
団
な
ら
び
に

科
研
費
基
盤
研
究
（
S
）（21H

04984

）
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

き
た
、
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
ア
ク
・
ベ
シ
ム
遺
跡
の
発
掘
調
査
の
報
告

を
中
心
に
、
ア
ク
・
ベ
シ
ム
遺
跡
研
究
の
概
要
を
紹
介
し
た
。 二

六
六
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ア
ク
・
ベ
シ
ム
遺
跡
で
は
、
唐
が
六
七
九
年
に
建
設
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
第
二
シ
ャ
フ
リ
ス
タ
ン
（
砕
葉
鎮
城
）
城
郭
か
ら
、
建

物
が
建
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
複
数
の
基
壇
と
、
花
柄
の
石
敷
き
舗

装
路
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
舗
装
路
は
内
外
使
節
を
供
応
し
た

中
心
的
建
造
物
の
中
庭
に
使
わ
れ
た
と
推
定
す
る
向
井
佑
介
説
を
紹

介
し
た
上
で
、
大
石
国
か
ら
贈
与
さ
れ
る
獅
子
が
、
砕
葉
鎮
で
唐
に

引
き
渡
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
『
旧
唐
書
』
巻
八

九
「
姚
璹
伝
」（
中
華
書
局
標
点
本
、
二
九
〇
三
頁
）
の
記
事
を
提
示

し
て
、
砕
葉
鎮
が
西
方
諸
国
と
の
国
際
関
係
上
、
重
要
な
窓
口
と
な
っ

て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
ソ
グ
ド
人
が
建
設
し
た
城
郭

で
あ
り
、
カ
ラ
・
ハ
ン
朝
期
ま
で
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る

第
一
シ
ャ
フ
リ
ス
タ
ン
（
ス
イ
ア
ブ
城
）
の
東
方
キ
リ
ス
ト
教
会
跡

の
現
況
を
紹
介
し
、
一
〇
〜
一
一
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
と
す
る
セ

ミ
ョ
ー
ノ
フ
説
に
反
し
て
、
唯
一
第
一
シ
ャ
フ
リ
ス
タ
ン
内
に
建
設

さ
れ
た
宗
教
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
八
世
紀
に
カ
ル
ル
ク
を
中
心

と
し
た
ト
ル
コ
系
の
人
々
が
キ
リ
ス
ト
教
に
大
量
改
宗
し
た
際
に
建

設
さ
れ
た
と
す
る
山
内
和
也
説
の
紹
介
を
行
っ
た
。
ア
ク
・
ベ
シ
ム

遺
跡
は
、
様
々
な
地
域
の
文
化
が
行
き
来
し
た
交
通
の
要
衝
で
あ
っ

た
一
方
で
、
遊
牧
民
の
活
動
の
痕
跡
も
見
ら
れ
、
そ
の
複
合
的
性
格

が
発
掘
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
文
献
資
料
の
情
報
が

少
な
い
当
地
の
歴
史
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
発
掘

調
査
が
重
要
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
出
土
遺
物
や
遺
構
に
関
す
る
質
問
だ
け
で
な
く
、
唐

や
西
突
厥
と
の
関
係
、
ア
ク
・
ベ
シ
ム
遺
跡
周
辺
の
自
然
環
境
や
立

地
に
つ
い
て
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　

渡
辺
健
哉
（
大
阪
公
立
大
学
）「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
「
胸
背
」」
は
、

近
年
、
中
国
史
の
分
野
で
、
服
や
装
飾
品
、
と
り
わ
け
刺
繍
の
研
究

が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
受
け
、
胸
部
に
施
さ
れ
た
刺
繍
、

い
わ
ゆ
る
「
胸
背
」
に
関
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
お
け
る
研
究
動

向
の
整
理
と
課
題
の
洗
い
出
し
を
行
っ
た
。

　

ま
ず
前
提
と
し
て
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
胸
背
と
明
清
時
代
の
補
子

（
胸
部
に
貼
付
さ
れ
た
方
形
の
刺
繍
）
と
が
異
な
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
次
い
で
、「
胸
背
」
の
実
像
に
つ
い
て
、
文
献
史
料
か
ら
明
ら
か

に
な
る
事
象
、
ペ
ル
シ
ア
の
絵
画
や
中
国
の
出
土
資
料
を
紹
介
し
た
。

以
上
の
整
理
を
踏
ま
え
て
以
下
の
よ
う
に
論
点
を
整
理
し
た
。
①
モ

ン
ゴ
ル
時
代
の
「
胸
背
」
は
階
級
を
識
別
す
る
も
の
で
は
な
く
、
デ

ザ
イ
ン
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
②
い
わ
ゆ
る
「
補
子
」
は
、
明
代
か
ら

始
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、『
新
編
纂
図
増
類
群
書
類
要
事
林
広

記
』（
至
順
刊
本
、
椿
荘
書
院
本
）、「
大
モ
ン
ゴ
ル
『
シ
ャ
ー
ナ
ー

メ
』
写
本
」、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
正
藍
旗
羊
群
廟
元
代
祭
祀
遺
跡
出

土
の
漢
白
玉
石
彫
像
等
か
ら
、
す
で
に
元
代
後
半
期
に
は
そ
う
し
た

意
匠
が
出
現
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
最
後
に
今
後
の
課
題
と
し

て
以
下
の
四
点　
　

①
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
の
文
脈
か
ら
、
身
分
を
視
覚

的
に
識
別
す
る
「
表
徴
」
の
実
態
、
②
中
国
服
装
史
の
文
脈
か
ら
、

二
六
七



70

東
　
　
洋
　
　
学
　
　
報

第
一
〇
四
巻
　

第
三
号

東洋学報　第104巻３号　彙報　抜念校

「
表
徴
」
の
合
理
的
な
運
用
と
し
て
の
「
胸
背
」
か
ら
「
補
子
」
へ
の

移
行
、
③
中
国
史
の
文
脈
か
ら
、「
金
元
の
移
行
」
及
び
「
元
明
の
移

行
」
を
め
ぐ
る
問
題
、
そ
し
て
④
元
朝
史
の
文
脈
か
ら
、
服
制
の
改

変
が
加
え
ら
れ
た
、
世
祖
期
と
仁
宗
期
の
時
代
的
特
質　
　

の
解
明

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。

　

質
疑
で
は
、
図
像
や
胸
背
そ
の
も
の
へ
の
質
問
に
加
え
て
、
朝
鮮

と
の
比
較
や
元
朝
期
の
身
分
制
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　

臼
杵
勲
（
札
幌
学
院
大
学
）・
木
山
克
彦
（
東
海
大
学
）・
佐
川
正

敏
（
東
北
学
院
大
学
）・
正
司
哲
朗
（
奈
良
大
学
）「
モ
ン
ゴ
ル
に
お

け
る
城
郭
・
官
衙
・
窯
跡
の
発
掘
調
査
と
瓦
塼
研
究
の
成
果
」
は
、

四
者
を
中
心
に
近
年
進
め
て
き
た
モ
ン
ゴ
ル
国
に
お
け
る
発
掘
調
査

の
成
果
報
告
で
あ
る
。

　

臼
杵
は
ト
ー
ラ
川
流
域
に
位
置
す
る
一
〇
〇
四
年
設
置
の
遼
辺
防

三
州
の
一
つ
鎮
州
関
連
と
推
定
さ
れ
る
チ
ン
ト
ル
ゴ
イ
城
跡
の
年
代

や
性
格
を
解
明
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
初
の
遼

代
城
郭
の
三
次
元
測
量
と
窯
跡
の
部
分
発
掘
を
行
っ
た
。
千
田
嘉
博

（
奈
良
大
学
）
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
そ
の
窯
跡
を
完
掘
し
て
半
地
下
式

平
窯
で
あ
る
こ
と
と
、
北
区
東
門
跡
を
発
掘
し
て
地
覆
石
に
乗
せ
た

地
覆
材
の
ほ
ぞ
穴
に
立
柱
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
を
モ
ン
ゴ
ル
で
初

め
て
解
明
し
た
。
こ
の
構
造
は
、
礎
石
に
立
柱
す
る
唐
長
安
城
城
門

な
ど
と
異
な
る
遊
牧
国
家
の
城
門
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
後
、
臼
杵

は
二
〇
一
四
年
か
ら
匈
奴
時
代
の
瓦
を
使
用
し
た
中
国
式
土
城
が
最

も
集
中
す
る
ヘ
ル
レ
ン
川
上
流
域
で
匈
奴
国
家
中
枢
区
と
生
産
体
制

の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
、
ホ
ス
テ
ィ
ン
・
ボ
ラ
ク
2
、
3
遺
跡

で
窯
跡
の
探
索
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
後
者
で
窯
跡
二
基
を

完
掘
し
て
半
地
下
式
平
窯
で
あ
る
こ
と
と
、
軒
丸
瓦
が
三
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
北
の
テ
レ
ル
ジ
ン
土
城
跡
出
土
例
と
同
笵
で
あ
る
こ
と
を
モ
ン

ゴ
ル
で
初
め
て
解
明
し
た
。
さ
ら
に
、
木
山
は
オ
ル
ズ
川
流
域
で
突

厥
や
ウ
イ
グ
ル
可
汗
国
に
よ
る
周
縁
支
配
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め

に
、
二
〇
一
八
年
か
ら
シ
ャ
ル
ツ
・
オ
ー
ル
1
遺
跡
で
主
殿
跡
と
東

門
跡
を
発
掘
し
て
き
た
。
本
遺
跡
は
長
方
形
の
築
地
内
の
中
心
に
主

殿
を
、
そ
の
西
側
に
後
殿
を
、
主
殿
の
東
側
に
広
場
を
、
築
地
東
面

に
東
門
を
東
向
き
に
唐
尺
に
よ
っ
て
計
画
的
に
配
置
し
て
い
る
。
東

向
き
の
配
置
が
ウ
イ
グ
ル
可
汗
国
首
都
の
オ
ル
ド
・
バ
リ
ク
城
宮
城

跡
と
共
通
し
唐
と
は
異
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
蓮
華
文
軒
丸
瓦
の
型
式

学
的
比
較
な
ど
か
ら
、
本
遺
跡
を
ウ
イ
グ
ル
可
汗
国
の
地
方
官
衙
遺

跡
と
判
断
し
た
。
ま
た
佐
川
は
瓦
塼
研
究
を
、
正
司
は
遺
跡
・
遺
物

の
三
次
元
計
測
を
主
導
し
て
き
た
。

　

質
疑
で
は
、
瓦
を
作
成
し
た
職
人
の
技
術
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
の
質

問
や
、
各
遺
跡
の
立
地
、
素
材
と
な
る
粘
土
の
調
達
場
所
な
ど
周
辺

環
境
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　

以
上
が
研
究
報
告
の
概
要
で
あ
る
。
昨
年
と
同
じ
く
、
報
告
数
は

五
本
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
幸
い
に
し
て
今
年
も
、
古
代
か

ら
近
代
ま
で
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
東
か
ら
西
ま
で
、
時
代
・
地
域
を
広

二
六
八



71

彙
　
　
　
報
　
　
中
村

東洋学報　第104巻３号　彙報　抜念校

く
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
報
告
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
に
つ
づ
き
、

ジ
ョ
チ
・
ウ
ル
ス
史
の
研
究
報
告
が
あ
っ
た
ほ
か
、
考
古
学
の
発
掘

報
告
や
図
像
資
料
分
析
な
ど
文
献
資
料
に
偏
ら
な
い
報
告
が
多
か
っ

た
の
も
、
喜
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
質
疑
応
答
で
も
幅
広
い
テ
ー
マ

や
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
支
配
者
の
移
動
や
「
首
都
圏
」
を

め
ぐ
る
分
析
視
角
、
城
跡
や
寺
院
跡
、
図
像
を
分
析
す
る
上
で
の
視

点
な
ど
、
多
く
の
研
究
者
が
共
有
し
う
る
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。
ほ

ぼ
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
は
あ
っ
た
が
、
最
低
限
の
研
究
交
流
は

で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
は
と
く
に
海
外

調
査
を
必
須
と
す
る
研
究
分
野
に
は
大
き
な
打
撃
と
な
っ
た
が
、
そ

の
な
か
で
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
や
モ
ン
ゴ
ル
国
な
ど
で
の
考
古
調
査
が

再
開
さ
れ
た
こ
と
は
朗
報
と
い
え
る
。
海
外
調
査
や
留
学
も
再
開
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
来
年
は
一
層
充
実
し
た
会
に
な
る
こ
と
を
切
に
願
う
。

　

な
お
来
年
に
つ
い
て
は
、
開
催
時
期
を
例
年
よ
り
早
め
、
六
月
最

終
週
の
週
末
（
二
〇
二
三
年
六
月
二
三
日
（
金
）
〜
二
五
日
（
日
））

に
開
催
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
。
正
式
に
決
定
し
次
第
連
絡
し

た
い
。
な
お
本
会
で
は
継
続
し
て
新
た
な
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
野
尻
湖
ク
リ
ル
タ
イ
事
務
局
（altai.

khuriltai@
sum

a.kobe-w
u.ac.jp

）
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

（
山
形
大
学
人
文
社
会
科
学
部
・
教
授
）

二
六
九
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